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主な内容　p2-3稲しきのあげ餅　p4-5安全な水道水をどうぞ　
p6-7介護保険料について　p9子育てサポーター募集　p12邦楽ジ
ョッキー観覧者募集　p14新しい市教育長　p16イナビト　など

表紙　各地で異常気象による水害
が頻発。台風や長雨に備え、消防団
の水防訓練を実施（関連記事p21）
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自慢です　稲しきのあげ餅

稲敷市のどの地域・どの家庭でも、昔からお茶菓子や子どものおやつとして地域
に根付いてきたあげ餅。でも一口にあげ餅といっても種類は千差万別です。
　「稲しきのあげ餅」とは、稲敷自慢の米を、稲敷の人が、それぞれの作り方で作っ
た全てのあげ餅の総称です。普段から慣れ親しんでいるこれらのあげ餅を、稲敷
の代名詞にしようと、昨年から新たな取り組みが始まりました。
　この取り組みについて、今月号から４回にわたって特集していきます。

●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）　☎029-892-2000（内線2605）

な
ぜ「
あ
げ
餅
」な
の
？

稲
敷
市
で
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
、「
食
を
通
じ
た
ま
ち
お
こ

し
」
で
地
域
を
元
気
に
し
よ
う

と
い
う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
中
で
一
番

大
切
な
こ
と
が
、
そ
の
素
材
と

な
る
食
材
探
し
で
し
た
。今
回

の
食
材
選
び
の
テ
ー
マ
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
も
の
で

は
な
く
、
地
域
で
古
く
か
ら
食

さ
れ
て
き
た
料
理
や
、
地
域
の

人
々
が
集
ま
る
機
会
に
食
さ
れ

て
き
た
「
あ
り
の
ま
ま
の
料
理

（
地
域
食
）」。そ
の
た
め
市
内
の

農
業
団
体
、直
売
所
、商
店
主
、

商
工
会
女
性
部
、
ま
ち
づ
く
り

団
体
、
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
な
ど
、
多
く
の
方
に
話
を

伺
い
、探
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
ど
の
地
域
で
も

共
通
し
て
作
ら
れ
、
食
べ
ら
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作

る
人
に
よ
り
味
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン（
の
り
、大
豆
、醤
油
、塩
、川

エ
ビ
、
し
そ
、
カ
レ
ー
粉
な
ど
）や

作
り
方
が
異
な
り
、必
ず「
誰
々

の
作
っ
た
も
の
が
お
い
し
い
。」

と
い
わ
れ
る
名
人
が
い
る
食
材

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
が「
あ
げ
餅
」で
す
。

　
稲
敷
市
で
は
、
こ
の
「
あ
げ

餅
」を「
稲
し
き
の
あ
げ
餅
」と

命
名
し
、
食
を
通
じ
た
ま
ち
お

こ
し
の
先
駆
け
と
し
て
、
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

あ
げ
餅
の
魅
力
を
検
証

し
か
し
、
あ
げ
餅
は
そ
の
存
在

が
あ
ま
り
に
身
近
す
ぎ
て
、
ど

れ
だ
け
特
別
な
も
の
な
の
か
、

ど
れ
だ
け
魅
力
を
秘
め
た
食
材

な
の
か
が
見
え
に
く
い
も
の
で

し
た
。　
　

　
ま
た
、
市
内
各
地
に
名
人
が

ど
の
く
ら
い
い
て
、
そ
の
名
人

が
作
る
あ
げ
餅
は
ど
の
く
ら
い

お
い
し
く
、
味
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
が
あ
る
の
か
な
ど
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、実
際
に
色
々
な「
あ

げ
餅
」
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
、

そ
れ
を
食
べ
て
み
な
い
こ
と
に

は
始
ま
ら
な
い
。そ
こ
で
、
あ

げ
餅
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
み
て
、「
あ
げ
餅
」が
秘

め
た
様
々
な
可
能
性
や
魅
力
を

検
証
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

あ
げ
餅
自
慢
大
会
の
開

催ま
ず
、
最
初
の
取
り
組
み
と
し

て
、
市
内
の
隠
れ
た
味
を
見
つ

け
出
す
た
め
「
あ
げ
餅
自
慢
大

会
」
を
、
２
月
27
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
一
般
の
部
13
組
、

販
売
の
部
７
組
、
合
計
20
組
の

「
あ
げ
餅
自
慢
」と
と
も
に
、
味

や
見
た
目
が
異
な
る
様
々
な

「
あ
げ
餅
」
が
会
場
に
集
結
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
悪
天
候
に
も
関
わ
ら

ず
、
た
く
さ
ん
の
方
が
会
場
に

訪
れ
、
一
時
会
場
に
入
れ
な
い

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
、
一
般
の
方

の
投
票
と
、
中
川
学
園
調
理
技

術
専
門
学
校
の
真
嶋
氏
を
審
査

員
長
と
す
る
審
査
員
全
５
人
の

審
査
に
よ
り
、
金
賞
各
４
点
、

そ
の
中
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
金
賞

が
各
１
点
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
あ
げ
餅
自
慢
大
会
」

を
通
じ
、「
あ
げ
餅
自
慢
」が
市

内
に
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
あ
げ
餅
は
、
形
・
味

食を通じた まちおこし！
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⇔浅草産直市

な
ど
は
異
な
る
が
ど
れ
も
美
味

し
い
こ
と
な
ど
、「
あ
げ
餅
」の

持
つ
魅
力
や
可
能
性
が
十
分
に

検
証
で
き
ま
し
た
。

浅
草
産
直
市
へ
の
参
加

続
い
て
、
首
都
圏
の
人
々
に
あ

げ
餅
を
発
信
し
、
そ
の
魅
力
が

ど
れ
だ
け
通
用
す
る
の
か
を
検

証
す
る
た
め
、
５
月
29
日
、
30

日
の
２
日
間
、
浅
草
六
区
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
イ
商
店
街
で
開
催
さ

れ
た
浅
草
産
直
市
に
、
販
売
の

部
で
金
賞
を
受
賞
し
た
４
人
の

方
が
、
市
の
特
産
品
と
一
緒
に

出
品
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
稲
敷
市
の
ほ
か
、

龍
ケ
崎
市
や
秋
田
県
湯
沢
市
な

ど
、
６
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の

特
産
品
（
稲
庭
う
ど
ん
、
竜
ヶ
崎

コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
）を
持
ち
寄
り
販

売
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
ん

な
中
、「
稲
し
き
の
あ
げ
餅
」の

販
売
ブ
ー
ス
は
沢
山
の
人
々
で

賑
わ
い
、
２
日
間
と
も
全
品
完

売
し
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
に
、
他
自

治
体
の
ス
タ
ッ
フ
も
「
稲
し
き

の
あ
げ
餅
は
す
ご
い
ら
し
い
」

と
、
各
テ
ン
ト
で
話
題
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の「
浅
草
産
直
市
」を
通
じ
、

「
稲
し
き
の
あ
げ
餅
」は
首
都
圏

に
も
通
用
す
る
味
と
品
質
で
あ

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

「
稲
し
き
の
あ
げ
餅
」
で

地
域
お
こ
し
を
進
め
ま
す

今
後
、稲
敷
市
で
は
、「
稲
し
き

の
あ
げ
餅
」
を
使
っ
た
様
々
な

企
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。も

ち
ろ
ん
本
年
度
も
「
あ
げ
餅
自

慢
大
会
」
を
さ
ら
に
拡
大
・
発

展
さ
せ
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
「
稲
し
き
の
あ
げ
餅
」
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
回
以
降
の
特
集
で
は
、
大

会
入
賞
者
の
あ
げ
餅
の
詳
細
や
、

本
年
度
の
新
た
な
企
画
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も「
稲
し
き
の
あ
げ
餅
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　あげ餅自慢大会結果

一般の部
グランプリ金賞
　【えどさき小町】「三食味小町あげ」

金　賞　　　富澤勝子さん「にんにく入りのあげもち」
金　賞　　　根本絹子さん「たがね餅」
金　賞　　　川口知子さん「もち米自慢！塩味仕上げ」

販売の部
グランプリ金賞
　【清涼市】「ねもとのあげ餅」

金　賞　　　稲敷直売所マンマミーア「ばぁばのあげ餅」
金　賞　　　塚本紀子さん「甘辛　のり塩　味一品」
金　賞　　　田宮食研「タミヤのあげ餅」

⇔あげ餅自慢大会
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一般細菌・大腸菌
汚水や糞便による汚染の可能
性があり、有害な病原菌が混
在することもあります。

安全な水道水をどうぞ
茨城県の水道普及率は、平成 21 年 3 月末現在で 92.0％となっていますが、全国の 97.5％と比べ低い状況にあり、今
なお約 237,000 人の県民の方が水道を使用していない状況です。稲敷市でも例外ではなく、平成 21 年 3 月末現在で
は 65.9％と大変低い普及率となっています。
　井戸水は雨や周囲の影響を受けやすく、近年はヒ素・トリクロロエチレンなどによる飲用井戸の汚染が問題となってい
ます。これを機会に、いつでも安心して利用できる水道に加入してはいかがでしょうか！

●稲敷市水道局　☎ 029-892-4255

毎日使う水だから…

▪
井
戸
水
の
約
40
％
が
水
質

基
準
に
不
適
合
で
す
（
平
成
20

年
度
茨
城
県
調
べ
）

平
成
20
年
度
に
お
け
る
茨
城
県
内
の

約
３
６
０
０
件
の
井
戸
水
水
質
検
査

に
お
い
て
、
約
40
％
の
井
戸
水
か
ら

大
腸
菌
や
硝
酸
態
窒
素
が
検
出
さ
れ

る
な
ど
、
飲
用
水
と
し
て
ふ
さ
わ
し

く
な
い
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

▪
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
ご

家
庭
で
は
…

保
健
所
に
て
1
年
に
1
回
の
水
質
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。水
質
検
査
の
結
果
、

水
質
基
準
に
適
合
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

必
ず
保
健
所
の
指
導
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　
井
戸
水
の
水
質
検
査
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
直
接
保
健
所
に
お
願

い
し
ま
す
。

●
竜
ヶ
崎
保
健
所　

☎
０
２
９
７-

６
２-

２
１
６
１

平成20年度における県内の約3,600件の井戸水水質検査結果
県で定める「飲用井戸等の安全確保のための指針」に基づく一般細菌・大
腸菌・硝酸態窒素および亜硝酸態窒素・色度・濁度などの12項目につい
ての検査結果です。

41.0％

59.0％

水質基準に適合し
ているもの

水質基準に
適合していないもの

安心できる水は“水道水”で
水道水は浄水場において不純物を取り除き、塩素によって殺菌を行い、きれ
いな水にして皆さんのご家庭に送り届けています。
　また、水道水は水道法によって50項目の水質基準が定められ、安心して
飲める水を供給するために厳しい検査を行っています。
　まだ水道に加入していない方は、いつでも安心して利用できる水道に加
入しましょう。
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水道加入金の一部を減額して
います（平成25年3月31日まで）
水道に加入するには、水道加入金を水道局に納
めていただくことになります。
市では、平成22年4月1日から平成25年3月
31日までに既設の水道本管から、給水取り出
し工事の申し込み（新規申込）があったものに対
し、加入金の減額を実施しています。

【減額の対象】

給水の口径が13ミリメートルまたは20ミリ
メートルの新規加入者で、給水場所を居住とし、
生活用水として使用するもの。

加入金（消費税込み）
口径　　　減額前　　　　　　　減額後
13ミリ　105,000円　→　84,000円
20ミリ　136,500円　→　94,500円

30万円を超える工事が対象
新設水道工事に補助金を交付します
水道に加入するにあたり、水道本管の埋設位置が自宅より
遠距離なため工事費が高額になってしまう方や、道路構造
が複雑なため工事費が高額になってしまう方々の費用負担
を軽減します。

【補助対象条件】

❶申し込みをする時点において、市内に住居を有し日常生
活を営んでいる方。
❷新規に定住を目的とした住宅取得者が、一般家庭用とし
て新たに水道に加入する方。
❸同一世帯において市税などの市が賦課するすべてにお
いて未納がない方。

【補助金の額】

給水工事費（注1）が30万円を超えた費用のうち、2分1の
額を補助します。ただし、100万円を上限とし、1万円未
満は切り捨てとします。

（注１：ここでいう「給水工事費」とは、水道本管から水道メーター

器までの布設工事費をいいます）

《計算例》
　給水工事費－補助対象外額 ＝ 補助対象額
　　補助対象額×１/ ２ ＝ 補助金額
　35万円－30万円 ＝ 5万円
　　5万円×１/ ２ ＝ 2万円　　　（1万円未満切捨て）

詳しくは、稲敷市ホームページをご覧になるか、直
接、稲敷市水道局までお問い合わせください。
稲敷市ホームページ（水道工事の申し込み） 
HPhttp:// www.city . inashik i . lg . jp/ index.
php?code=557



広報稲敷 平成22年8月号　6

所得段階 対象者 保険料率 保険料（年額）
平成21〜23年度

第1段階
・生活保護を受給している人
・世帯全員が住民税非課税で、老齢福
祉年金を受けている人

基準額×0.5 18,700円

第2段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の
所得合計金額＋課税年金収入額が
80万円以下の人

基準額×0.5 18,700円

第3段階 世帯全員が住民税非課税で、第2段
階以外の人 基準額×0.75 28,100円

第4段階 世帯の誰かに住民税が課税されてい
るが、本人は住民税非課税の人 基準額 37,500円

第5段階 本人が住民税課税で、前年の合計所
得金額が200万円未満の人 基準額×1.25 46,900円

第6段階 本人が住民税課税で、合計所得金額
が200万円以上の人 基準額×1.5 56,300円

介
護
保
険
料
は
充
実
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
貴
重
な

財
源
で
す
。

保
険
料
は
、
稲
敷
市
第
４
期
介

護
保
険
事
業
計
画（
平
成
21
～
23

年
度
）
の
中
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
か
か
る
費
用
な
ど
の
推
計
値

に
よ
り
、
65
歳
以
上
の
方
の
人

介
護
保
険
料
の
支
払
い

方
法

支
払
い
方
法
は
、｢

特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）｣

と「
普
通
徴
収
」

が
あ
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
、
年
金
の
受

給
額
に
よ
っ
て
納
め
方
が
法
律

で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。納
め

方
を
個
人
で
選
ぶ
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
市
か
ら
の
通
知
に

し
た
が
っ
て
、
決
め
ら
れ
た
方

法
で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
・
退

職
年
金
、
障
害
年
金
、
遺
族
年

金
を
受
給
し
て
お
ら
れ
る
方
は
、

原
則
と
し
て
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
と
な
り
ま
す
。（
老
齢
福
祉

年
金
、
恩
給
な
ど
は
天
引
き
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
）

　
な
お
、
特
別
徴
収
の
平
準
化

に
つ
い
て
は
、
左
ペ
ー
ジ（
P7
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□ 

次
の
よ
う
な
方
は
特
別
徴

収
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

1 

新
た
に
65
歳
に
到
達
し
た

方2 

年
度
途
中
に
他
市
町
村
か

ら
転
入
さ
れ
た
方

3 

複
数
の
年
金
の
合
計
が
18

介護保険の財源は、保険料と公費がそれぞれ半分ずつ負担
しています。
　このうち65歳以上の人（第1号被保険者）が保険料の費用
全体の20％、40歳～ 64歳の人（第2号被保険者）が30％
を負担し、社会全体で制度を支える仕組みになっています。

●稲敷市高齢福祉課（新利根庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 3254）

65歳以上のみなさまへ
大切です！あなたの介護保険料

口
、
所
得
段
階
別
人
数
割
合
の

見
込
数
な
ど
か
ら
基
準
額
お
よ

び
保
険
料
率
を
設
定
し
て
い
ま

す
。（
表
参
照
）

　
ま
た
、
個
々
の
保
険
料
算
出

方
法
は
、
毎
年
度
、
本
人
と
世

帯
員
の
住
民
税
課
税
状
況
に
応

じ
て
賦
課
決
定
さ
れ
ま
す
。

万
円
以
上
で
も
天
引
き
対
象
と

な
る
年
金
が
18
万
円
未
満
で
あ

る
方

4 

現
況
届
の
未
提
出
に
よ
り
、

年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め
ら

れ
て
い
る
方

5 

他
の
年
金
と
の
併
給
調
整

に
よ
り
、
特
別
徴
収
対
象
年
金

の
一
部
、
も
し
く
は
全
額
が
停

止
さ
れ
て
い
る
方

6 

年
金
権
を
担
保
に
供
し
て

い
る
方

■ 

普
通
徴
収

特
別
徴
収
以
外
の
方
は
、
市
か

ら
送
付
さ
れ
て
く
る
納
付
書
や

口
座
振
替
で
、
納
期
限
ま
で
に

金
融
機
関
な
ど
を
通
じ
て
保
険

料
を
納
め
ま
す
。

□ 

普
通
徴
収
の
方
に
は
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。

保
険
料
の
納
付
書
、
預
金
通
帳
、

印
鑑
（
通
帳
の
届
出
印
）
を
持
っ

て
、
市
指
定
の
金
融
機
関
の
窓

口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

65歳以上の保険料
20％

40歳〜64歳の保険料
30％

国　25％

茨城県　12.5％

稲敷市　12.5％

▽ 在宅の場合の内訳
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介護保険料の特別徴収（年金からの天引き）は、収入の変動な
どがあると年6回ある納期の仮徴収額と本徴収額で、ばら
つきが出てしまいます。そのような方につきましては、年
間を通じてできるだけ均等な額となるように8月の徴収額
を変更します。

●稲敷市高齢福祉課（新利根庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 3254）

介護保険料の「特別徴収」納付額を平準化
年間を通じてできるだけ均等な額となるように

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
は
、
年
６
回

あ
る
納
期
の
前
半
を
仮
徴
収
、

後
半
を
本
徴
収
と
し
て
納
め
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。し
か

し
、
収
入
の
変
動
な
ど
が
あ
る

と
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
で
、

ば
ら
つ
き
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
年
間
を
通
じ
て
で
き
る
だ

け
均
等
な
額
と
な
る
よ
う
に
８

月
の
徴
収
額
を
変
更
し
ま
す
。

「
平
準
化
」と
は
？

４
月
・
６
月
・
８
月
の
仮
徴
収

額
は
、
原
則
、
前
年
度
２
月
の

□ 平準化しない場合（変更前）

前半と後半で保険料額のばらつきが続きます。

□ 平準化する場合（変更後）

8月の額を調整することにより、10月以降の保険料および次年度の保険料の均等化
が図れます。（次年度に所得の変動があった場合を除く）

※平準化当初は、8月の額が他の額より大きくなる場合があります。

【参考例】保険料段階が第4段階の方（年額37,500円）の場合

額
と
同
額
に
な
り
ま
す
が
、
収

入
の
変
動
な
ど
で
仮
徴
収
額
と

本
徴
収
額
の
差
が
図
１
の
よ
う

に
大
き
く
な
っ
て
い
る
方
が
い

ま
す
。こ
の
ま
ま
仮
徴
収
を
行

う
と
次
の
１
年
間
の
保
険
料
額

も
前
半
（
仮
徴
収
）
と
後
半
（
本

徴
収
）
で
図
２
の
よ
う
に
偏
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
１
年
間
を
通
じ
て

保
険
料
額
が
で
き
る
だ
け
均
等

に
な
る
よ
う
図
３
の
よ
う
に
８

月
の
徴
収
額
を
変
更
調
整
し
、

10
月
以
降
の
特
別
徴
収
に
お
け

る
保
険
料
の
平
準
化
を
図
３
、

図
４
の
よ
う
に
図
り
ま
す
。

4 月 6 月 8月 10 月 12 月 2月
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

図 1平成 22 年度

8,300 円

4,200 円

年額 37,500 円

4 月 6月 8月 10 月 12 月 2月
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

図 2平成 23 年度

8,300 円

4,200 円

年額 37,500 円

4 月 6月 8月 10 月 12 月 2月
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

図 3平成 22 年度

年額 37,500 円

6,300 円

4,200 円

10,200 円

4 月 6月 8月 10 月 12 月 2月
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

図 4平成 23 年度

年額 37,500 円

6,300 円6,300 円 6,000 円
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【営業時間】　午前 9 時 30 分～午後 6 時 30 分
　　　　　　ただし土日祝日は午後 6 時まで
【定 休 日】　8 月は休まず営業いたします
〒300-1412　稲敷市柴崎 9188 番地

TEL.0297-87-7777
 

稲 敷 直 売 所
新鮮野菜市場～今月のおすすめ～

・お盆用小菊の 250 円セール
・秋蒔き野菜タネ入荷予定
・稲敷ブルーベリー、稲敷いちじく

（浮島レンコンは 8月下旬の予定です）

ぶどう、梨

男女共同参画とは、女性にとっても男性にとっても
幸せな社会をつくっていくことです。
　男性も女性も心を合わせ協力し合い、美しいハー
モニーを奏でながらともに歩んでいきましょう 。

●稲敷市秘書広聴課女性行政係（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2401）

FAX 029-893-0388

女
ひと
と男
ひと
のハーモニー　Vol_27

男女共同参画社会を目指して　

男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
し
て

市
で
は
、
だ
れ
も
が
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
す
た
め
、
平
成
19

年
３
月
に
「
稲
敷
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
す
る

と
と
も
に
、「
稲
敷
市
男
女
共

同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
計
画
で
は
次
の
4
つ
の
基
本

目
標
を
設
定
し
、
こ
れ
に
基
づ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

基
本
目
標
Ⅰ
：
人
権
の
尊
重
と

男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り

基
本
目
標
Ⅱ
：
あ
ら
ゆ
る
分
野

へ
の
共
同
参
画
を
進
め
る
社
会

づ
く
り

基
本
目
標
Ⅲ
：
男
女
が
と
も
に

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
Ⅳ
：
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
づ
く
り

　
男
女
共
同
参
画
を
皆
様
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
ま
ず

は
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ま
だ
ご
理
解
い
た
だ
け
て

い
な
い
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

平
成
21
年
度
の
男
女
共
同
参
画

行
政
も
啓
発
活
動
を
中
心
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
皆
様
方
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
主
な
事
業
に
つ
い
て
ご
報
告

し
ま
す
。

　
●
い
な
し
き 

女
と
男
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識

啓
発
を
図
る
た
め
３
回
目
を
迎

え
る
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
11
月
15
日
に
、
あ
ず
ま
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。今
年
の
テ
ー
マ
は
「
さ

さ
え
あ
い
平
等
の
輪
を
明
日

へ
」。

　
江
戸
崎
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

の
演
奏
に
始
ま
り
、
講
談
師
の

宝
井
琴
桜
さ
ん
を
講
師
に
「
講

談
で
語
る
男
女
共
同
参
画
〜
女

も
い
き
い
き
、
男
も
い
き
い
き

〜
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。会
場
に
は
約
２
５

０
人
が
参
加
し
、
江
戸
時
代
か

ら
現
在
に
至
る
男
女
の
か
か
わ

り
と
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
に
つ

い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
わ
か

り
や
す
い
お
話
に
聞
き
入
り
ま

し
た
。

●
男
女
共
同
参
画
講
座
の

開
催

男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
あ
い
、
支
え
あ
い
な
が
ら
自

立
す
る
社
会
、
さ
ら
に
誰
も
が

「
自
分
ら
し
く
」
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
社
会
の
形
成
を
目
指

し
て
「
男
女
共
同
参
画
講
座
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
10
月
３
日
か
ら
12
月
13
日
ま

で
、
３
回
に
わ
た
り
19
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
第
１
回　
茨
城
県
女
性
プ
ラ

ザ
主
催
講
演
会
参
加

演
題「
輝
い
て
生
き
る
」

講
師
：
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　
宮
川

泰
夫 

氏

▼
第
２
回
「
家
庭
で
で
き
る
豆

腐
づ
く
り
」

講
師
：
岡
野
千
恵
子 

氏

▼
第
３
回
「
家
庭
で
役
立
つ
介

護
術
」

講
師
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

水
郷
荘
介
護
職
員



9　広報稲敷 平成22年8月号

トピックス

れ
ば
、救
わ
れ
る
人
が
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
子
育
て
家
族
の

支
援
の
た
め
、市
で
は
、「
子
育

て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」を
設
置
し
ま
す
。

■ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
通
称
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）

「
子
育
て
の
支
援
を
受
け
た
い

人
」
と
「
子
育
て
の
支
援
を
し

て
あ
げ
た
い
人
」
と
が
助
け
合

う
有
償
の
子
育
て
相
互
支
援
で

す
。子
育
て
が
終
わ
っ
た
方
、

「
病
院
へ
行
き
た
い
」「
上
の
子

の
授
業
参
観
が
あ
る
」
な
ど
、

子
育
て
を
し
て
い
る
と
、
幼
い

子
ど
も
を
連
れ
て
行
け
な
い
よ

う
な
時
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

預
け
る
人
、
預
か
っ
て
く
れ
る

人
が
誰
も
い
な
い
た
め
に
、
無

理
を
し
て
連
れ
て
行
く
こ
と
に

な
っ
た
り
、
行
く
の
を
あ
き
ら

め
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。数

時
間
だ
け
で
も
、
子
ど
も
の
面

倒
を
見
て
い
て
く
れ
る
人
が
い

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
力
を
か
し
て
ほ
し
い
人
の
た
め
に

子
育
て
中
で
も
時
間
を
つ
く
れ

る
方
、
子
育
て
に
手
助
け
を
し

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

□ 

サ
ポ
ー
タ
ー
の
条
件
は
？

成
人
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
男
女

や
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
自
動
車
な
ど
の
運

転
免
許
が
あ
り
、
自
宅
か
ら
公

共
施
設
な
ど
へ
の
移
動
が
可
能

な
方
。子
ど
も
が
好
き
で
、
子

育
て
の
研
修
な
ど
も
積
極
的
に

受
講
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

□ 

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

支
援
を
受
け
た
い
家
庭
の
お
子

さ
ん
を
預
か
り
、
面
倒
を
み
て

い
た
だ
き
ま
す
。場
所
は
、
公

アドバイザー
ファミリーサポート
センター・事務局

お願い会員
子育てのお手伝いを

してほしい人
まかせて会員

子育てのお手伝いを
してくれる人

ファミサポはハートでつながる組織です

共
の
施
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

□ 

創
り
あ
げ
る
の
は
、こ
れ
か

ら
で
す
！

平
成
23
年
度
の
開
設
を
め
ざ
し
、

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
を
し

て
く
だ
さ
る
方
々
と
、
稲
敷
市

の
現
状
の
中
で
で
き
る
支
援
の

方
法
を
考
え
、
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７

●
稲
敷
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
「
あ
い
ア
イ
」（
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
内
）　
☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
７
０
７
０

す
。調
査
員
が
各
世
帯
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
開
始
月
：
８
月　
▽
調

査
地
域
：
曽
根
地
区
の
一
部

●
県
企
画
部
統
計
課
人
口
労
働

担
当　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲

２
６
４
９

総
務
省
統
計
局
で
は
、
８
月
〜

12
月
に
曽
根
地
区
の
一
部
で

「
労
働
力
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
就
業
状
況
を
調

べ
経
済
対
策
や
失
業
対
策
な
ど

に
活
か
す
た
め
の
調
査
で
す
。

　
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　
曽
根
地
区

援助の依頼 援助の打診

援助の提供
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特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉

　

手
当
制
度
の
お
知
ら
せ

こ
の
制
度
は
皆
様
の
申
請
に
基

づ
き
市
が
認
定
し
て
支
給
す
る

も
の
で
す
。

■ 

特
別
障
害
者
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の

20
歳
以
上
の
者
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

□ 

手
当

２
６
４
４
０
円（
月
額
）

□ 

支
給
対
象
障
害
の
程
度

1 

障
害
基
礎
年
金
１
級
程
度

の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
。

2 

障
害
基
礎
年
金
１
級
程
度

の
障
害
が
1
つ
、
同
２
級
程
度

の
障
害
が
２
つ
以
上
重
複
す
る

場
合
。

3 

障
害
基
礎
年
金
１
級
程
度

以
上
の
障
害
が
１
つ
で
も
、
日

常
生
活
能
力
が
低
く
1
と
同
程

度
の
場
合
。

■ 

障
害
児
福
祉
手
当

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重
度

の
障
害
児
（
20
歳
未
満
）
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

□ 

手
当

１
４
３
８
０
円（
月
額
）

□ 

支
給
対
象
障
害
の
程
度

1 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程

度2 

療
育
手
帳
Ⓐ
程
度

■ 

両
手
当
の
支
給
・
請
求

方
法
、現
況
届

□ 
手
当
の
支
給
方
法

認
定
申
請
の
あ
っ
た
翌
月
か
ら

２
月
・
５
月
・
８
月
・
お
よ
び

11
月
の
４
期
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前

月
ま
で
の
分
を
ま
と
め
て
支
給

し
ま
す
。

□ 

認
定
請
求
の
方
法

社
会
福
祉
課
（
新
利
根
庁
舎
）
へ

必
要
書
類
を
持
参
し
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
書
類
：
①
申
請
書
、
②

診
断
書
、
③
口
座
振
替
依
頼
書
、

④
戸
籍
抄
本
、⑤
住
民
票

□ 

現
況
届

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
の
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
、

８
月
初
旬
に
送
付
す
る
、「
特

別
障
害
者
手
当
等
受
給
資
格
者

現
況
調
査
表
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
社
会
福
祉
課
ま
た
は
、

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。現
況
届
は
毎
年

１
回
、
継
続
支
給
を
確
認
す
る

た
め
の
大
事
な
届
け
で
す
の
で
、

届
出
期
限
内
に
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。提
出
が
な
い
場
合

に
は
手
当
の
支
払
い
を
一
時
差

し
止
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
届
出
期
限
：
８
月
11
日（
水
）

～
９
月
10
日（
金
）

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
１
１
）

江
戸
崎
総
合
高
校
同
窓
会

で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
の
も
と
、
古
い
ア

ル
バ
ム
の
中
か
ら
貴
重
な

写
真
を
選
り
す
ぐ
り
、
一

冊
の
本
を
作
り
ま
し
た
。

　
農
学
校
の
変
遷
を
よ
り

多
く
の
方
に
懐
か
し
み
な

が
ら
見
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

●
江
戸
崎
総
合
高
校
同
窓

会
事
務
局　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
１
０
３

ア
ル
バ
ム
に
見
る
・
農
学
校
の
昭
和
史

　
江
戸
崎
総
合
高
校
の
写
真
集
を
刊
行

 

受付時間

平日 8:00 - 15:00／土曜 8:00 - 12:00

パンダバス < 福祉有償運送 >
◎ご自宅から目的地まで。

◎通院やお買いもの、お出かけにご利用できます。

◎車椅子でのご利用も可能です。(専用車あり )

※ご利用には制限がございます

ＮＰＯ法人稲敷みんなのまちづくり

TEL/FAX 029-892-5590
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トピックス

な
り
ま
す
。手
当
を
受
け
る
方

に
よ
っ
て
、
添
付
す
る
書
類
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■ 

支
給
開
始
月

11
月
30
日（
火
）ま
で
に
申
請
す

る
と
、
次
の
取
り
扱
い
と
な
り

ま
す
。

□ 
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要

件
に
該
当
し
て
い
る
方

→ 

８
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

□ 

８
月
１
日
〜
11
月
30
日
に

支
給
要
件
に
該
当
し
た
方

→ 

要
件
に
該
当
し
た
日
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
８
月
分
～
11
月
分
の
手
当
は

12
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

母
子
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
皆
様
へ

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
現
況
届
を
送

付
し
ま
す
。児
童
福
祉
課
が
指

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
８
月
１
日

か
ら
父
子
家
庭
の
父
に
も
児
童

扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
手
当
は
、
申
請
し
な
け

れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

支
給
対
象
者

児
童
（
18
歳
（
年
度
中
）、
ま
た
は

20
歳
未
満
で
政
令
で
定
め
る
程
度

の
障
害
を
持
つ
人
）
を
監
護
し
て

い
る
父
、
ま
た
は
養
育
者
。　

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的

年
金
受
給
者
を
除
く
。所
得
制

限
あ
り
。

■ 

手
当
額

受
給
者
の
所
得
に
応
じ
て
決
め

ら
れ
ま
す
。

□ 

１
人
目
＝
９
８
５
０
円
～

４
１
７
２
０
円（
所
得
に
よ
り
）

□ 

２
人
目
＝
＋
５
０
０
０
円

□ 

３
人
目
以
降
＝
＋
３
０
０

０
円（
一
人
に
つ
き
）

■ 

手
続
き

児
童
福
祉
課
（
新
利
根
庁
舎
）
へ

認
定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
と

父
子
家
庭
へ
の
児
童
扶
養
手
当

　
８
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

定
す
る
日
ま
で
に
、
児
童
福
祉

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。支

給
要
件
事
由
に
よ
り
個
別
に
必

要
な
添
付
書
類
が
あ
り
ま
す
。

　
提
出
が
な
い
と
８
月
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。ま
た
、
２

年
間
提
出
が
な
い
と
資
格
を
失

い
ま
す
。

■ 

注
意
事
項

対
象
児
童
が
増
え
た
り
減
っ
た

り
、
支
給
対
象
の
児
童
が
該
当

し
な
く
な
っ
た
り
、
住
所
が
変

わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
変
更
な

ど
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７

茨城県産農林水産物等料理店指定店
御 食  事  処

朝　日　屋
常陸牛・ローズポーク・匠美鶏・常陸秋そば
自家製レンコンパウダー美蓮粉

稲敷市須賀津 279-1
tel.029-894-2116　http://www.asahiya2116.com

別館
カラオケ広場
歌　丸

詳しい内容は下記まで、お問い合わせください。

水廻り救急車！  すぐ駆けつけます

稲敷市給排水設備指定工事店
スズキハウス 販売代理店

稲敷市阿波崎 1568
TEL:0299-79-1543

代表　根本 國男

給排水設備の事で
困ったらすぐ電話
稲敷市・阿見町・県南水道企業団

根本住宅産業根本住宅産業

谷こ
く

、
河
内
町
ゆ
か
り
の
杉
山
環か

ん

湖こ

、
内
藤
常じ

ょ
う
ざ
ん山

、
大
宮
孝こ

う
に
ん潤

な

ど
の
作
品
に
触
れ
、
郷
土
の
文

化
に
思
い
を
馳
せ
て
く
だ
さ
い
。

先
人
達
の
業
績
を
見
直
す
契
機

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

▽
会
期
：
７
月
27
日
（
火
）
～

８
月
29
日（
日
）　
※
休
館
日
：

月
曜
日
、
７
月
30
日（
金
）　
▽

会
場
：
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

2
階　
企
画
展
示
室　
▽
入
場

料
：
無
料

●
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　
☎

０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

水
と
緑
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
る
と
共
に
、
長
い
歴
史
が
刻

ま
れ
た
稲
敷
地
方
は
、
多
く
の

文
化
遺
産
の
豊
庫
で
も
あ
り
ま

す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
稲
敷
市

お
よ
び
近
隣
の
美
浦
村
、
河
内

町
に
ゆ
か
り
の
画
家
や
書
家
達

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
郷
土
ゆ

か
り
の
作
者
の
作
品
に
触
れ
る

機
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

　

稲
敷
市
出
身
の
松
本
楓ふ

う
こ湖

、

岡
崎
江こ

う
ざ
ん山

、
大
久
保
楓ふ

う
か
く閣

、
根

本
正し

ょ
う、

美
浦
村
出
身
の
坂
本
雲う

ん

「
稲
敷
の
画
家
と
書
家
た
ち
」展
を
開
催

　
郷
土
ゆ
か
り
の
作
品
を
展
示
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
︲
Ｆ
Ｍ
番
組
公
開
録
音
の
観
覧
者
募
集

　
「
邦
楽
ジ
ョ
ッ
キ
ー
〜
あ
な
た
の
街
に
邦
楽
を
・
茨
城
県
稲
敷
市
〜
」

再
放
送
＝
10
月
16
日（
土
）午
前

５
時
〜　
②
本
放
送
＝
10
月
22

日（
金
）午
前
11
時
〜
、
再
放
送

＝
10
月
23
日（
土
）午
前
５
時
〜

▽
ゲ
ス
ト
：
本
條
秀
太
郎
（
三

味
線
）、
ジ
ョ
ン
・
海か

い
ざ
ん山

・
ネ
プ

チ
ュ
ー
ン（
尺
八
）ほ
か　
▽
司

会
：
尾
上
松
也（
歌
舞
伎
俳
優
）、

神
田
陽
子（
講
談
師
）　

■ 
観
覧
申
込
方
法

郵
便
往
復
は
が
き
の
「
往
信
用

裏
面
」に
、郵
便
番
号
・
住
所
・

名
前
・
電
話
番
号
を
、「
返
信
用

表
面
」に
、郵
便
番
号
・
住
所
・

名
前
を
明
記
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
締
切
：
８
月
31
日（
火
）必
着

▽
あ
て
先
：
〒
３
０
０
︲
０
５

９
５
稲
敷
市
江
戸
崎
甲
３
２
７

７
番
地
１　
稲
敷
市
役
所
秘
書

広
聴
課
「
邦
楽
ジ
ョ
ッ
キ
ー
」

観
覧
係

□ 

注
意
事
項

1 

応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

（
１
枚
で
２
人
入
場
で
き
る
整
理
券

を
送
付
）

断
り
い
た
し
ま
す
。ま
た
、
売

買
を
目
的
と
し
た
お
申
し
込
み

で
あ
る
と
判
明
し
た
場
合
に
は
、

抽
選
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸

崎
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
４
）

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局　
☎
０

２
９
︲
２
３
２
︲
９
７
２
２

（
音
声
案
内
・
24
時
間
受
付
）

稲
敷
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局

で
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組「
邦

楽
ジ
ョ
ッ
キ
ー
〜
あ
な
た
の
街

に
邦
楽
を・茨
城
県
稲
敷
市
〜
」

の
公
開
録
音
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
番
組
は
、
昭
和
51
年
の

放
送
以
来
四
半
世
紀
続
く
長
寿

番
組
で
、
そ
の
時
々
を
代
表
す

る
人
気
若
手
俳
優
達
が
歴
代
の

Ｄ
Ｊ
を
務
め
る
人
気
番
組
で
す
。

毎
回
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、

若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま

で
幅
広
い
リ
ス
ナ
ー
に
邦
楽
の

魅
力
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
観
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、
入

場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
。以
下
の
要
領

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
９
月
27
日（
月
）　
開

場
＝
午
後
５
時
30
分
、
開
演
＝

午
後
６
時
、
終
演
予
定
＝
午
後

８
時
30
分　
▽
会
場
：
あ
ず
ま

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
▽
放
送

予
定
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
︲
Ｆ
Ｍ
全
国
放

送
）
：
50
分
番
組
①
本
放
送
＝

10
月
15
日
（
金
）
午
前
11
時
〜
、

2 

郵
便
往
復
は
が
き
以
外
の

お
申
し
込
み
は
、無
効
。

3 

出
場
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

4 

未
就
学
児
は
入
場
不
可
。

5 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
な
ど
で
の
転
売
を
目
的

と
し
た
お
申
し
込
み
は
固
く
お

借金を整理して生活を楽に
あなたのお困りごと無料相談室

債務整理・自己破産・過払金返還請求
不動産登記・会社登記・裁判手続・法律相談

司法書士　黒田良一
事務所：〒287-0042
千葉県香取市山之辺 1463 番地 7（国道 51 号線沿い）
電話：0478-58-2777　携帯：080-5030-5665とんぼ住宅 検索

﹃
子
供
の
ア
ト
ピ
ー
や
喘
息
が
心
配
﹄

﹃
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
な
ん
て
も
っ
て
の
ほ
か
﹄

 

と
思
っ
て
い
る
優
し
い
マ
マ
へ

体
に
優
し
い
家
づ
く
り
の
コ
ツ
が
、

た
っ
た
１
５
分
で
ド
ン
ド
ン
分
る
本
を

限
定
２
０
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

家
を
建
て
る
時
に
は
、
展
示
場
へ
行
っ
た
り

営
業
マ
ン
の
話
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て…

そ
う
す
れ
ば
絶
対
に
失
敗
し
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
本
当
は…

◎
こ
の
本
は
、
こ
ん
な
方
に
向
い
て
い
ま
す

●
ア
レ
ル
ギ
ー
で
悩
ん
で
い
る
方

●
心
安
ら
ぐ
畳
や
縁
側
が
好
き
な
方

●
外
食
よ
り
家
ご
は
ん
が
好
き
な
方

●
ど
ん
な
家
が
イ
イ
の
か
わ
か
ら
な
い
方

●
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
家
が
欲
し
い
方

◎
こ
ん
な
方
は
、
読
ん
で
も…

●
家
は
、
た
だ
安
け
れ
ば
イ
イ
と
言
う
方

●
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
思
考
の
方

●
自
然
素
材
が
苦
手
な
方

●
た
だ
、
か
っ
こ
よ
け
れ
ば
良
い
方

●
Ｎ
Ｏ
を
言
わ
な
い
営
業
マ
ン
が
好
き
な
方

この本を読んでわかること
●ビニールクロスの秘密
●フローリングを選ぶコツ
●内装材の思わぬ落とし穴
●不思議な塗り壁材の話
●木に秘められた魅力
●素材選び大切なポイント

◎電話で申込みたい方 ⇒ TEL :０２９９ （５６） ００３２

◎E メールで申込みたい方 ⇒ post@e-tombo.com

◎ハガキで申込みたい方は、 郵便番号 ・ 住所 ・ 氏名 ・

電話番号を記入の上、 以下あて先までお送りください。

〒311-3515　行方市井上 1539-2　とんぼ住宅

「いい家は自然素材でつくる」 プレゼント係まで

◎HP を見たい方⇒ネット検索は、

（有） とんぼ住宅

いい家は
自然素材でつくる

「
と
ん
ぼ
住
宅
っ
て
ど
ん
な
会
社
な
の
？
」
健
康
ハ
ウ
ス
専
門
の
住
宅
会
社
で
す
。

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
検
査
後
に
発
行
さ
れ

る「
検
査
済
証
」は
、建
築
物
の

安
全
性
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
適

合
建
築
物
の
証
し
で
あ
り
、
建

築
物
の
売
買
や
融
資
を
受
け
る

際
に
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー
建
築
指

導
課　
☎
０
２
９
︲
８
２
２
︲

８
５
１
９

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物
が

完
成
し
た
際
に
は
、
完
了
検
査

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
検
査
は
、
建
築
物
の

強
度
や
避
難
な
ど
の
基
本
的
な

性
能
が
、
建
築
基
準
法
に
よ
る

関
係
規
定
へ
の
適
合
に
つ
い
て
、

法
定
の
機
関
が
現
地
に
お
い
て

確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

検
査
を
受
け
る
た
め
に
は
、

工
事
完
了
時
に
、「
完
了
検
査

申
請
書
」
を
所
轄
の
行
政
機
関

ま
た
は
指
定
確
認
検
査
機
関
へ

建
築
物
を
建
築
さ
れ
る
方
へ

　
「
完
了
検
査
」を
忘
れ
ず
に
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き
ま
せ
ん
。

●
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
１
３
）

第
１
号
被
保
険
者
お
よ
び
任
意

加
入
被
保
険
者
の
方
は
、
届
出

に
よ
り
月
々
の
定
額
保
険
料
に

付
加
保
険
料
（
月
々
４
０
０
円
）

を
プ
ラ
ス
し
て
納
め
る
と
、
65

歳
か
ら
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
に
付
加
年
金
を
上

乗
せ
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

年
金
コ
ー
ナ
ー

　
年
金
額
を
増
や
す
方
法

あ
な
た
の
知
識
や
特
技
を
活
か
し
て

　

講
座
を
開
い
て
皆
さ
ん
で
学
習
を

■ 

「
い
な
し
き
・
る
ー
む
」

講
師
募
集

あ
な
た
の
知
識
や
特
技
な
ど
を

活
か
し
て
講
座
を
開
設
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
昔
遊
び
、お
話
、体
操
、作
品

作
り
な
ど
、「
こ
れ
ま
で
学
習

し
て
き
た
こ
と
や
特
技
・
技
術

な
ど
を
他
の
人
に
も
伝
え
た

い
」
と
思
わ
れ
て
い
る
方
、
講

師
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
詳
細
は
各
公
民
館
な
ど
に
あ

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
：
生
涯
学
習
に
関
す

る
こ
と
な
ら
原
則
可
能
で
す

（
審
査
有
り
）　

▽
受
付
期
間
：

８
月
20
日
（
金
）
ま
で　

▽
回

数
：
10
回
ま
で　
▽
時
間
：
１

回
あ
た
り
１
時
間
～
２
時
間　

▽
会
場
：
各
公
民
館
、
あ
ず
ま

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
な
ど　

▽
講
師

料
：
無
料
で
す
が
教
材
な
ど
の

実
費
は
徴
収
で
き
ま
す
。　
▽

応
募
方
法
：
申
込
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、各
公
民
館
、あ
ず
ま
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
り
）

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

各
公
民
館
、
あ
ず
ま
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 「
い
な
し
き
リ
ー
ダ
ー
バ

ン
ク
」登
録

「
豊
か
な
経
験
と
優
れ
た
知
識

や
技
術
を
伝
え
た
い
」「
地
域

社
会
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
思

わ
れ
て
い
る
方
「
リ
ー
ダ
ー
バ

ン
ク
」
に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
講
師
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依

頼
が
あ
っ
た
時
、
そ
の
目
的
に

応
じ
て
活
動
依
頼
を
し
ま
す
。

登
録
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
各
公
民
館
、
あ
ず
ま
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。

●
稲
敷
市
生
涯
学
習
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
４
３
９

2年間で納めた保険料と同額になります。

付加
加入年数 付加保険料額 １年間で受け取る

付加年金額
２年間で受け取る
付加年金額

1年 4,800円 ⇒ 2,400円 ⇒ 4,800円
10年 48,000円 ⇒ 24,000円 ⇒ 48,000円
25年 120,000円 ⇒ 60,000円 ⇒ 120,000円
40年 192,000円 ⇒ 96,000円 ⇒ 192,000円

年間納付額の受け取り早見表

■ 

注
意
事
項

1 

支
払
っ
た
保
険

料
は
、
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

2 

受
け
取
る
付
加

年
金
額
は
、
定
額
の

た
め
物
価
ス
ラ
イ
ド

（
増
額
・
減
額
）
し
ま

せ
ん
。

3 

手
続
し
た
月
の

分
か
ら
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

4 

国
民
年
金
基
金

に
加
入
し
て
い
る
人
、

第
３
号
被
保
険
者
の

人
は
、
申
し
込
み
で

付加年金（年間受取額）の計算式

2 0 0 円 × 付 加 保 険 料 納 付 月 数

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 我孫子事業所（オリエンタル我孫子）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

〈千葉県〉
結婚相談  み つ ば

担当：江田

日本仲人連盟加盟
稲敷市光葉 9-127
tel＆fax.0299-79-3855

大きな幸せを！
小さな相談室から
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タ
ー

▽
期
日
：
８
月
７
日

（
土
）　

▽
上
映
時

間
：
①
午
前
10
時
〜
、

②
午
後
１
時
〜　
▽

定
員
：
５
０
０
人

■ 

新
利
根
公
民
館

▽
期
日
：
８
月
８
日

（
日
）　

▽
上
映
時

教
育
長
に
任
命
さ
れ
、
責
務
の

重
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
教
育
の
根
幹
は
「
ひ
と
づ
く

り
」
そ
し
て
そ
れ
が
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
な
が
る
よ
う
、
市

民
の
皆
様
方
や
各
幼
小
中
学
校

の
保
護
者
の
方
々
の
願
い
や
声

を
よ
く
聞
い
て
、
職
務
に
専
念

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
職
務
の
先
端
に
は
常

に
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
、

一
人
ひ
と
り
が
い
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、
そ
の
成
長
を
喜
び
と

し
て
、市・教
育
委
員
会・学
校・

関
係
機
関
と
全
職
員
で
力
を
合

わ
せ
て
、
一
時
間
一
時
間
の
授

業
を
大
切
に
す
る
学
校
教
育
の

夏
休
み
映
画
会
で「
ア
リ
ス 

イ

ン 

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」を
上
映

し
ま
す
。

　

入
場
無
料
、
先
着
順
で
す
。

な
お
、
日
本
語
吹
替
版
で
、
３

Ｄ
映
像
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン

第
２
回
稲
敷
市
教
育
委

員
会
臨
時
会
で
坂
本
繁

氏
が
市
教
育
長
に
任
命

さ
れ
、
次
の
よ
う
な
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
７
月
６
日

稲
敷
市
教
育
委
員
会
の

「
ア
リ
ス 

イ
ン 

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」

　
夏
休
み
映
画
会
を
開
催

市
教
育
長
に
坂
本
繁
氏

　
就
任
の
あ
い
さ
つ

稲
敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

新
会
長
に
坂
本
忠
雄
氏
が
選
任

５
月
28
日
、
稲
敷
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、

新
会
長
に
坂
本
忠
雄 

氏
（
桜
川

支
部
長
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
副
会
長
に
は
、
小
幡
保 
氏

（
江
戸
崎
支
部
長
）、
岡
野
貞
美 

間
：
①
午
前
10
時
〜
、
②
午
後

１
時
〜　
▽
定
員
：
２
０
０
人

▽
そ
の
他
：
座
ぶ
と
ん
持
参

●
稲
敷
市
生
涯
学
習
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
４
３
９

■問い合せ先
稲敷市須賀津1872-6（聖苑香澄内）☎029-840-6133

　協同組合聖苑香澄売店

氏
（
新
利
根
支
部
長
）、
高
城
亨 

氏
（
東
支
部
長
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
２
５

６
）

充
実
と
活
性
化
、
生
涯
学
習
を

基
盤
に
し
た
地
域
づ
く
り
と
活

性
化
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
ま
す
。微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
最
善
の
努
力
を
傾
注
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

① 7/26・27・28 ☆小 3～中 3
② 8/ 6・ 7・ 8 ☆各 6名
③ 8/24・25・26 ☆15時～17時
詳細はお電話でお問い合わせください！
体験乗馬、各スクール随時受付。会員募集中
マンツーマンレッスンでゆったりと乗れます

ホースランチ KYRA（キラ）
稲敷市椎塚123-57  TEL.029･893･1311

夏休み乗馬体験教室参加者募集！
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※
祝
日
を
除
く　
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分

■ 

企
画
展
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

詳
細
な
日
程
は
未
定
で
す
。江

戸
崎
中
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□ 

江
戸
崎
総
合
高
校
イ
ラ
ス

ト
部
他
作
品
展　
９
月
〜
10
月

□ 
思
い
出
の
水
郷
写
真
展
（
鴻

野
伸
夫 

氏
）　
10
月
〜
11
月

□ 

江
戸
崎
中
学
校
生
徒
作
品

展　
11
月
〜
12
月

□ 

新
利
根
絵
画
ク
ラ
ブ
作
品

展　
平
成
23
年
１
月
〜
２
月

□ 

江
戸
崎
絵
手
紙
同
好
会
作

品
展　
２
月
〜
３
月

江
戸
崎
中
学
校
の
余
裕
教
室
有

効
活
用
の
一
環
と
し
て
、
市
民

の
作
品
展
示
ス
ペ
ー
ス
「
伊
勢

の
台
」
が
１
階
教
室
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
一
回
企
画
展（
６
月
17
日
〜

７
月
16
日
）と
し
て
、
江
戸
崎
絵

画
同
好
会
・
桜
川
絵
画
愛
好
会

の
方
々
の
作
品
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
芸
術
鑑
賞
で
生
徒
の
豊
か
な

感
性
を
育
ん
だ
り
、
地
域
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
の
連
携
を
深
め
た
り
、

交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

▽
開
設
時
間
：
月
〜
金
曜
日　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
伊
勢
の
台
」

　
江
戸
崎
中
学
校
に
開
設

献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す

血
液
は
科
学
が
進
歩
し
た
現
在

で
も
人
工
的
に
造
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。ま
た
、
血
液
は
生

き
た
細
胞
の
た
め
長
期
間
保
存

が
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

医
療
に
必
要
な
血
液
は
不
足
傾

向
に
あ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
確
保
さ

「
保
証
人
紹
介
ビ
ジ
ネ
ス
」

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

ア
パ
ー
ト
契
約
、
融
資
、
就
職

な
ど
保
証
人
が
必
要
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。自
分
で
見
つ

け
ら
れ
な
い
と
き
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
保
証
人
紹
介
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
結
果
、
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
い

う
事
例
が
出
て
い
ま
す
。簡
単

に
利
用
す
る
の
は
避
け
た
ほ
う

が
い
い
よ
う
で
す
。

1 

保
証
人
を
必
要
と
す
る
消

費
者
が
申
込
金
を
払
っ
て
保
証

人
を
紹
介
し
て
も
ら
う
。

→ 

い
つ
ま
で
経
っ
て
も
紹
介

さ
れ
な
い
。紹
介
さ
れ
た
相
手

で
は
、
融
資
な
ど
の
審
査
が
通

ら
な
い
。キ
ャ
ン
セ
ル
料
や
更

新
料
を
請
求
さ
れ
る
、な
ど
。

2 

保
証
人
と
し
て
、名
前
を
登

録
す
る
こ
と
で
登
録
料
な
ど
が

得
ら
れ
る
。

→ 

会
社
か
ら「
代
位
弁
済
を
行

う
の
で
リ
ス
ク
は
な
い
」
と
の

説
明
で
あ
っ
て
も
、
名
義
を
貸

し
た
本
人
が
保
証
人
と
し
て
多

額
の
債
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
＆
fax
０
２
９

９
︲
７
８
︲
３
１
１
５

▽
相
談
日
時
：
月
、
水
、
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０

※
市
の
セ
ン
タ
ー
が
休
み
の

「
火
、木
、土
、日
曜
日
」は
、県

の
セ
ン
タ
ー
や
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日時 場所
8月3日（火）
午前10時～午後4時

江戸崎ショッピングセンター
パンプ

8月6日（金）
午前9時30分～ 11時30分 稲敷市役所東庁舎
8月6日（金）
午後1時30分～ 4時 アピタ佐原東店

●
江
戸
崎
中
学
校　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
８
０
０

れ
て
い
ま
す
。

　
稲
敷
市
で
は
、
８
月
に
献
血

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
稲
敷
市
健
康
増
進
課
（
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）　
☎
０
２
９

７
︲
８
７
︲
６
１
１
１



稲 敷 で 生 き る 人 々

プロフィール
多くのトップドライバー達の
登竜門であるレーシングカー
ト（全日本カート選手権KF −１部

門）で昨年シリーズチャンピオ
ンに。今年は特別ライセンス
を取得しフォーミュラにも参
加。並行してカートの世界選
手権に参加し、２位になる。

第24回　清原章太さん

Q カートを始めたきっかけ
小さいときから車が好きで、小学校
一年生の時、父に連れて行ってもら
った潮来市のサーキットでカートに
乗ったことです。それからは、千葉
県茂原市のサーキットに家族で毎週
末通いました。最初は趣味程度でし
たが、レースに出てからはどんどん
はまっていきました。
Q 印象に残っているレースは
去年の全日本でチャンピオンになっ
たレースです。
Q レース中に気を使うこと
色んなことを考えながら走ってます。
展開のなかでの焦りだったり、接触

だったり。そして一番はタイヤのこ
とです。カートのタイヤは予選から
ずっと同じタイヤを使わなければな
らないんです。その日のコンディシ
ョンによってタイヤの磨耗が違って
くるので、気にしてます。
Q 今後のレースは
カートでは全日本チャンピオンにな
ってくぎりがついたんで、次のステ
ップでフォーミュラに挑戦していま
す。通常は普通免許を持っていない
と参加できないんですけど、去年カ
ートのチャンピオンになれたことで、
JAF が発行している限定ライセン
スを取得したんで、フォーミュラス

クールに入れました。スクールで最
後の１人に残ると、メーカーのサポ
ートが受けられるようになるんで、
それを目指しています。
Q これからの夢は
レースはもちろん続けていきたいん
ですけど、大学にも行きたい。だか
ら、今は勉強と体力トレーニングを
両方がんばってます。でもやっぱり、
F1ドライバーの夢は捨てきれませ
んね。今まで、親や周りの人に本当
に支えてもらっているので、その人
に恩返ししたいですから。これから
も、それだけは忘れずにやって行き
たいと思います。

広報稲敷 平成22年8月号　16
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■ 

大
好
き
い
ば
ら
き 

動
物
愛

護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

▽
日
時
：
９
月
18
日（
土
）午
前

10
時
〜
午
後
２
時　
▽
会
場
：

県
三
の
丸
庁
舎
広
場
（
水
戸
市

三
の
丸
１
︲
５
︲
３
８
）　

▽
内

容
：
犬
猫
の
無
料
健
康
相
談
、

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
、
動
物

と
の
ふ
れ
あ
い
、な
ど

●
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー　
☎

０
２
９
６
︲
７
２
︲
１
２
０
０

用
水
路
な
ど
で
の

事
故
防
止

毎
年
、
農
作
業
が
盛
ん
に
な
る

４
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
用

水
路
や
た
め
池
の
水
位
が
高
く

な
り
ま
す
。場
所
に
よ
っ
て
は

水
深
１
メ
ー
ト
ル
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
場
所

で
、
子
ど
も
が
用
水
路
に
転
落

す
る
と
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
痛
ま
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

子
ど
も
達
が
用
水
路
や
た
め
池

で
遊
ば
な
い
よ
う
、
ご
家
族
で

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

こ
う
し
た
場
面
を
見
か
け
た
ら
、

お
声
が
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
県
南
農
林
事
務
所
稲
敷
土
地

稲
敷
広
域
消
防

職
員
採
用
試
験

詳
細
は
消
防
本
部
総
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
稲
敷
広
域
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
試
験
日
：
９
月
19
日（
日
）　

▽
会
場
：
龍
ケ
崎
消
防
署
（
龍

ケ
崎
市
１
７
５
９
）　

▽
職
種
：

消
防
吏
員　

▽
採
用
予
定
人

数
：
７
人
以
内　

▽
採
用
時

期
：
平
成
23
年
４
月
1
日　
▽

受
付
期
間
：
８
月
２
日（
月
）〜

８
月
25
日
（
水
）　

▽
受
付
場

所
：
稲
敷
広
域
消
防
本
部
総
務

課（
龍
ケ
崎
市
３
５
７
１
︲
１
）

●
稲
敷
広
域
消
防
本
部
総
務
課

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
３
７
４

３
／http://w

w
w

.inashiki-
kouiki.jp/index.htm

県
政
出
前
講
座

県
の
施
策
を
説
明

県
で
は
、
県
民
の
皆
様
に
県
政

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
県
民
の
声
を

県
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
県
政
出
前
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。ご
要
望
に

応
じ
、
職
員
が
各
所
の
集
会
な

ど
に
出
向
き
、
県
の
施
策
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
お

り
ま
す
。

　
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
県

政
策
審
議
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は「
茨
城
県
出
前
講
座
」で
検
索
）

▽
対
象
：
参
加
人
数
が
概
ね
20

人
以
上
の
集
会
な
ど　

▽
経

費
：
職
員
の
派
遣
費
用
は
不
要

（
会
場
設
営
な
ど
は
申
込
者
負
担
）

●
県
政
策
審
議
室
調
整
担
当　

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
２
０
３

０
動
物
愛
護
月
間

９
月
１
日
〜

こ
の
月
間
は
、
県
民
の
方
に
動

物
の
愛
護
と
、
動
物
の
正
し
い

飼
い
方
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

■ 

動
物
を
飼
う
時
の
注
意

・
終
生
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う
。

・
動
物
を
い
た
わ
り
、
命
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
不
妊
、
去
勢
手
術
受
け
ま
し

ょ
う
。

改
良
事
務
所　
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
４
１
２

警
備
業
務
技
能
講
習
会

受
講
生
募
集

こ
の
講
習
会
は
、
厚
生
労
働
省

茨
城
労
働
局
の
委
託
を
受
け
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
講
習
会
終
了
後
、
茨
城
県
警

備
業
協
会
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

協
力
に
よ
る
合
同
面
接
会
を
行

い
、就
職
の
支
援
を
し
ま
す
。

▽
講
習
期
間
：
９
月
21
日（
火
）

〜
30
日（
木
）　
※
土
日
祝
日
を

の
ぞ
く
７
日
間　
▽
場
所
：
阿

見
町
総
合
保
健
福
祉
会
館
（
阿

見
町
阿
見
４
６
７
１
︲
１
）　

▽

対
象
：
58
歳
〜
67
歳
の
健
康
で

就
職
を
希
望
の
人（
全
日
程
出
席

で
き
る
方
）　
▽
募
集
人
数
：
30

人（
先
着
順
、
書
類
選
考
）　
▽
参

加
料
：
無
料　
▽
申
込
方
法
：

本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
を
持

参
し
、
本
人
が
左
記
へ
申
し
込

む　
▽
募
集
期
間
：
８
月
19
日

（
木
）〜
25
日（
水
）午
前
９
時
〜

午
後
４
時　
※
土
日
を
の
ぞ
く

●（
社
）阿
見
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー　
☎
０
２
９
︲
８
８

８
︲
２
０
３
６

宮
本
病
院

健
康
教
室

宮
本
病
院
で
は
、
地
域
の
皆
様

の
健
康
管
理
の
お
手
伝
い
の
場

と
し
て
、
健
康
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
行
な
い
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
９
月
16
日（
木
）午
後

１
時
〜
２
時
30
分　

▽
テ
ー

マ
：
肝
臓
病
に
つ
い
て　
▽
講

師
：
宮
本
二
郎 

先
生　

▽
場

所
：
宮
本
病
院
新
館
健
康
教
室

▽
参
加
費
：
無
料　
▽
申
込
方

法
：
宮
本
病
院
へ
電
話
で
申
し

込
む

●
宮
本
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
２
１
１

４

informationくらしと情報
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8月5日（木）	 桜川庁舎	 弁
8月12日（木）	 江戸崎公民館
8月19日（木）	 ふれあいセンター	 弁
8月26日（木）	 東分庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。弁＝弁護士に相談できます　申込：
稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-
2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。
▽日時：8月26日（木）午前10時〜午後4時　▽場所：各公民
館、生涯学習センター、など　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87- 
3439

教育に関する相談
8月17日（火）　江戸崎庁舎／ 8月18日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付＝8
月9日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各会場6
人。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

生活相談

出張就職相談会

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

就職相談会（無料）を開催しています。
■ あずま生涯学習センター（創作室）

▽日時：8月4日（水）、11日（水）、25日（水）、9月1日（水）、

8日（水）、22日（水）、29日（水）午前10時～午後3時
■ 稲敷合同庁舎（2階会議室）

▽日時：8月18日（水）、9月15日（水）午前10時～午後3時
●いばらき就職支援センター 県南地区センター tel.029-
825-3410

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：8月25日（水）午前10時〜11時30分　▽場所：ふ
れあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：8月25日（水）午後1時30分～ 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel029-892-2000（内線

3200）
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7月25日（日）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
8月1日（日）	 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
8月8日（日）	 江戸崎ひかりクリニック（根宿）tel.029-834-5777
	 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
8月15日（日）	 いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
	 かたやま耳鼻咽頭科（阿見町）tel.029-887-3349
8月22日（日）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
8月29日（日）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
9月5日（日）	 坂本耳鼻咽頭科医院（戸張）tel.029-892-2627
	 宮崎こどもクリニック（阿見町）tel.029-891-3000
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 毎週火、土曜　午後1時30分～
太極拳教室	 8月11日（水）午後1時30分～
生花教室	 8月19日（木）午後1時30分～
梅さんの落語会	 8月20日（金）午前10時30分〜
ゆきちゃんの音楽会	 8月20日（金）午後2時〜
手話愛好会	 8月20日（金）午後7時～
料理教室	 8月23日（月）午前10時～
絵手紙教室	 8月25日（水）午後1時30分～
茶道教室	 8月26日（木）午前9時〜
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

市の人口（常住人口）

総人口：46,622（-67）

　　男：23,064（-35）

　　女：23,558（-32）

世帯数：15,002（4）

※ 7 月 1 日現在。かっこ内

は前月比

8月の納税
▽納期限：8月31日（火）

・市県民税：2期
・介護保険料：3期
・国民健康保険税：3期
・後期高齢者医療保険料：2
期

informationくらしと情報

市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　  dir.php?code=444

情報メール配信
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1
学
童
ジ
ュ
ニ
ア
野
球
大
会　

県
南
学
童
ジ
ュ
ニ
ア
野
球
大
会（
小
学
４
年
生
以
下
）が
、今

年
は
白し

ら
さ
ぎ鷺

球
場
（
東
地
区
）
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。参

加
し
た
の
は
取
手
地
区
70
チ
ー
ム
。６
月
12
日
と
13
日
の

２
日
間
に
渡
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、
市
内
か

ら
は
江
戸
崎
ベ
ア
ー
ズ
が
、３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

2
ふ
な
釣
り
大
会　

６
月
13
日
、「
稲
敷
市
ふ
な
釣
り
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。東
町
の
時
か
ら
続
い
て
い
る
こ
の
大
会
は
本
年
で
42

回
目
。毎
年
た
く
さ
ん
の
太
公
望
が
参
加
す
る
こ
の
大
会

は
、
稲
敷
市
の
Ｐ
Ｒ
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
年
の
優
勝
者

の
記
録
は
18
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
他
の
参
加
者
か
ら
は
賞
賛

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

3
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

６
月
17
日
、
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
２

０
１
０
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。精

神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
さ
く
ら
の
会
」
主
催
で
行
わ
れ

た
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
障
害
者
の
方
に
生
の
音
楽
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。会
場

に
は
透
き
通
っ
た
音
楽
が
い
つ
ま
で
も
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

4
か
ぼ
ち
ゃ
フ
ェ
ア

６
月
20
日
に
ポ
テ
ィ
ロ
ン
の
森
で
「
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
フ

ェ
ア
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
お
菓
子
や
料
理
の

販
売
会
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
郷
土
芸
能
披
露
な
ど
の
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

5
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
江
戸
崎
ゲ

2

3

4 1
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で・き・ご・と
6-7月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2402）

7

6

8

ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。成
績
は
次

の
通
り
で
す
。

▼
第
15
回
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会（
６
月
８
日
）

優
勝
：
駒
塚
チ
ー
ム
、準
優
勝
：
清
水
チ
ー
ム
、第
３
位
：

福
田
チ
ー
ム

▼
第
11
回
市
ペ
タ
ン
ク
大
会（
６
月
17
日
）

優
勝
：
下
君
山
Ｂ
チ
ー
ム
、
準
優
勝
：
桑
山
Ａ
チ
ー
ム
、

第
３
位
：
下
君
山
Ａ
チ
ー
ム

6
プ
ー
ル
の
安
全
祈
願

認
定
子
ど
も
園
で
プ
ー
ル
の
安
全
祈
願
が
７
月
５
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。子
ど
も
園
が
で
き
て
初
め
て
の
プ
ー
ル
。

３
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
２
０
６
人
が
、
宮
司
さ
ん
の
お

祓
い
を
神
妙
な
面
持
ち
で
受
け
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

裸
足
で
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
、
プ
ー
ル
周
辺
の
小
石
を

み
ん
な
で
拾
い
、
準
備
は
万
全
。水
着
に
着
替
え
る
時
が

待
ち
遠
し
い
一
日
で
し
た
。

7
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

７
月
１
日
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ン
プ
２
階
に
、

稲
敷
市
・
美
浦
村
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
「
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
し
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
内
に
は
両

市
村
の
イ
ベ
ン
ト
や
特
産
品
の
情
報（
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
）

は
も
と
よ
り
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

用
意
さ
れ
、今
後
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

8
台
風
に
備
え
て
水
防
訓
練

７
月
３
日
、
阿
見
町
島
津
で
霞
ヶ
浦
地
区
水
防
訓
練
が
実

施
さ
れ
、
消
防
団
員
が
、
土
の
う
や
竹
を
使
っ
た
水
防
工

法
作
業
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
訓
練
は
、
大
雨
な
ど
に
よ

る
霞
ヶ
浦
の
水
位
上
昇
を
想
定
し
稲
敷
市
、
阿
見
町
、
美

浦
村
の
消
防
団
が
共
同
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

広報稲敷 平成22年8月号　22

あそびの広場日程（8月分）
26日（木）	 誕生会（8月生まれ）／あいアイ
27日（金）	 ベビーマッサージ（ねんねの赤ちゃん）／あい	
	 アイ
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）　▽要予約
3日（火）	 赤ちゃん集まれ！（首座りから１歳位）

5日（木）	 冷たいおやつ作り（どなたでも）

18日（水）	 絵の具を使って- 絵・色水など-（どなたでも）

19日（木）	 英語で遊ぼう（２歳位から）

24日（火）	 お店屋さんごっこ（どなたでも）

25日（水）	 手芸講座（どなたでも）

ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）　▽要予約
6日（金）	 赤ちゃん集まれ！（首座りから1歳位）

11日（水）	 絵の具を使って- 絵・色水など-（どなたでも）

20日（金）	 英語で遊ぼう（2歳位から）

27日（金）	 お店屋さんごっこ（どなたでも）

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分 ▽対象：0歳〜就園前
▽予約制（すくすくday は予約不要、午前10時〜）

※下記日程以外でも、開館時間中（平日の午前9時～午後4時）

は予約なしで自由に遊べます。
4日（水）	 すくすくday ／東保健センター
10日（火）	 ママとあそぼう( ハイハイ～ヨチヨチ) ／あい	
	 アイ
17日（火）	 お祭りごっこであそぼう（1歳半～）／あいアイ
18日（水）	 お祭りごっこであそぼう／東保健センター
19日（木）	 お祭りごっこであそぼう／桜川保健センター
20日（金）	 お祭りごっこであそぼう／江戸崎保健セン	
	 ター
24日（火）	 親業講座- 子育てで大切なこと- ／あいアイ
25日（水）	 すくすくday（好きなあそび）／東保健セン	
	 ター

講演会のおしらせ
テーマ- 子育てで大切にしたいこと-
日頃、大切なわが子を育てるために、
様々な情報・知識に揺れながら試行錯
誤を繰り返し、不安を感じることもある
のではないでしょうか。そんなお父さん

あいアイ

つばさ・ひまわり

を、意外な食材を使って、子どもと楽
しく作ってみませんか？
　お友達とみんなで食べるのもまた、
楽しみですね！
▽日時：8月5日（木）午前10時～　▽
場所：支援センターつばさ　▽対象：
2歳以上の就園前のお子さんと保護者
▽材料費：200円

冷たいおやつ作り（要予約12組）

ちょっとひと手間かけた、この時期
ぴったりの冷たくておいしいおやつ

やお母さん達にひとつの方向を示して
くれる親業講座です。ぜひ、ご参加くだ
さい。
▽日時：8月24日（火）午前10時30分
～ 11時30分　▽場所：子育て支援セ
ンターあいアイ　▽対象：0歳～就園前
までの子どもをもつ保護者（子ども同伴

可）　▽講師：富澤裕子 氏（親業インスト

ラクター）　▽申込：8月20日（金）まで
にあいアイへ

かわいいお花のピンクッションを作り
ました！

ママと一緒におやつ作り（7月6日）



●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター
 

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター
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　　　特定保健指導を受けましょう
特定健診の結果、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候

群）か、その予備群で予防効果が高いと判定された方を対
象に特定保健指導を行います。
　特定保健指導は、計画的に実施する生活習慣病予防の支
援です。食事や運動の生活習慣を見直すために行います。
生活習慣を改めることにより、心臓病・脳卒中・糖尿病の
合併症を引き起こす動脈硬化を予防します。
　対象となる方には、各医療保険者から連絡がありますの
で、積極的に参加され、生活習慣病予防に取り組みましょ
う。
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）

tel.0297-87-6111

　　　婦人科検診申込
婦人科検診（子宮がん・乳がん）の予約を受け付けます。
▽予約申込：８月10日（火）、11日（水）　午前8時30分〜
午後5時15分　▽申込方法：電話または、来所（ふれあいセ

ンター）で申し込む
■ 東地区
▽検診日：９月10日（金）、11日（土）、13日（月）、14日（火）

▽会場：東保健センター
■ 桜川地区
▽検診日：９月27日（月）、28日（火）、29日（水）　▽会場：
桜川保健センター
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）

tel.0297-87-6111

8、9月の行事予定
3か月児健診
▽江戸崎保健センター：8月4日（水）

午前9児45分〜
▽東保健センター：8月26日（木）午後
1時〜
▽ふれあいセンター：9月17日（金）午
前10時〜
1歳6か月児健診
▽東保健センター：8月6日（金）午後1
時〜　対象＝平成20年12月25日〜
平成21年1月12日生まれ
▽ふれあいセンター：8月27日（金）午
前9時45分〜　対象＝平成21年1月
13日〜28日生まれ
▽江戸崎保健センター：9月7日（火）

午後1時〜　対象＝平成21年1月29
日〜2月17日生まれ
2歳児歯科健診
▽東保健センター：8月19日（木）午前
9時45分　対象＝平成20年7月1日

詳しくは3月に配布した、すくすくカ
レンダーをご覧ください。
予防接種（予約制、定員有）

■三種混合
▽東保健センター：8月11日（水）

▽東保健センター：9月9日（木）

■ポリオ
▽江戸崎保健センター：8月3日（火）

▽桜川保健センター：8月23日（月）　
▽東保健センター：9月15日（水）

離乳食相談会（予約制）

▽ふれあいセンター：8月9日（月）

▽東保健センター：9月9日（木）

マタニティスクール（予約制）

▽江戸崎保健センター：9月8日（水）

住民健康相談（予約制）

▽ふれあいセンター：8月9日（月）

▽東保健センター：9月9日（木）

〜17日生まれ
▽桜川保健センター：9月3日（金）午
後1時〜　対象＝平成20年7月18日
〜28日生まれ
▽江戸崎保健センター：9月28日（火）

午後1時〜　対象＝平成20年7月29
日〜8月16日生まれ
3歳児健診
▽桜川保健センター：8月5日（木）午
後1時〜　対象＝平成19年7月4日〜
18日生まれ
▽江戸崎保健センター：9月6日（月）

午後1時〜　対象＝平成19年7月19
日〜8月1日生まれ
▽東保健センター：9月29日（水）午後
1時〜　対象＝平成19年8月2日〜
17日生まれ



生涯学習
	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
		  fax.0297-87-5306
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子ども会スポーツ大会結果

第5回稲敷市子ども会スポーツ大会が
7月5日に江戸崎総合運動公園体育館

とつなひき（1〜3年生）の2種目が行
われました。たくさんの声援を受け、
各チームとも白熱した試合を見せてく
れました。結果は以下のとおりです。

で開催されました。約1,000人もの児
童が参加し、ドッジボール（4〜6年生）

□ ドッジボールの部
優勝＝鳩崎地区ダイナ
マイト
準優勝＝高田地区子ど
も会C チーム
第3位＝太田地区子ど
も会A チーム、あずま
西地区子ども会E チー
ム、

□ つなひきの部
優勝＝阿波地区子ども会A
チーム
準優勝＝あずま南地区子ども
会A チーム
第3位＝柴崎地区子ども会A
チーム、あずま西地区子ども
会A チーム



	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

夏休み
子ども読書スタンプラリー

何冊本を読めるかな？終了後に読んだ
本の冊数を記入した認定証をお渡しし
ます。課題図書も揃えてあります。夏
休みにたくさんの本と出会ってくださ
い。

江戸崎公民館図書室
夏休み前に、児童書がたくさん入りま
した。

本を読んでくれます。
▽日時：8月29日（日）　午前10時30
分〜

各種教室
詳細は図書館までお問い合わせくださ
い。
□ 裂き織り体験
▽日時：8月1日（日）　午前10時〜
▽対象：小学3年生以上（できれば親子

で参加）　▽会場：資料館1階ロビー
□ ビーズで遊ぼう
▽日時：8月20日（金）　午前10時〜
▽対象：小学生　▽定員：20人

新刊図書
「メイスン＆ディクスン　上・下」トマ
ス ピンチョン、「荒ぶる波濤」津本陽、

「風の條（すじみち）」花村萬月、「夏の入
り口、模様の出口」川上未映子、「悪と
仮面のルール」中村文則、「戻る男」山
本甲士、「残夢整理」多田富雄、「琅邪の
鬼」丸山天寿、「僕らの青春」半村良、「禁
断」今野敏、ほか

市立図書館

子ども映画会
子ども向け
□ アニメ「学校の怪談  恐怖の学校編」
▽日時：8月14日（土）、15日（日）　
午後2時〜（上映時間46分）

□ アニメ「14ひきのせんたく」
▽日時：8月21日（土）、22日（日）　
午後2時〜（上映時間28分）

□ アニメ「14ひきのかぼちゃ」
▽日時：8月28日（土）、29日（日）　
午後2時〜（上映時間20分）

大人向け
□ ドラマ「おくりびと」
▽日時：8月7日（土）、8日（日）　午後
2時〜（上映時間131分）

■ 申込
当日図書館カウンターで申し込む
▽定員：各70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
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市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 １	 ２	 ３	 ４	 ５	 ６	 ７	
	 ８	 ９	 10	 11	 12	 13	 14	
	 15	 16	 17	 18	 19	 20	 21	
	 22	 23	 24	 25	 26	 27	 28	
	 29	 30	 31
江戸崎図書室
毎週月曜日、8月31日（火）休室
新利根・桜川図書室
毎週月曜日休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

図書カレンダー 8月

新刊図書（左から）

「プラチナデータ」
東野圭吾、「バイバ
イ、ブラックバード」
伊坂幸太郎、「雨心
中」唯川恵



上
根
本
横
町
地
区
内
に
椎
の
大

木
に
覆
わ
れ
、
狐
を
祀
っ
た
宇

賀
神
社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

昔
、
義
母
は
孫
の
夜
泣
き
が
酷

い
と
、
こ
の
神
社
へ
お
参
り
を

し
て
い
た
も
の
で
し
た
。今
も

時
折
お
参
り
さ
れ
る
人
も
あ
り
、

別
名
「
夜
泣
き
稲
荷
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
神
社
は
、
今
か
ら
一
七

七
年
前
、
江
戸
時
代
の
十
一
代

将
軍
徳
川
家い
え
な
り斉
の
統
治
下
で
、

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
三
月
吉

日
に
京
都
伏
見
稲
荷
大
社
へ

「
金
二
百
疋ひ
き

」を
奉
納
し
、
本
宮

羽
倉
摂
津
守
よ
り
「
正
一
位
稲

荷
大
明
神
安
鎮
之
證
書
」
を
も

ら
い
受
け
ま
し
た
。現
在
も
当

時
の
ま
ま
杉
の
木
箱
に
大
事
に

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
時

の
住
所
は
「
常
陸
国
河
内
郡
上

根
本
村
横
町
」で
し
た
。

　

翌
年
の
天
保
五
年
（
一
八
三

四
）
に
横
町
地
区
の
「
壺つ
ぼ
う
え

右
衛

門も
ん

共
有
地
」
に
一
七
名
の
氏
子

に
よ
り
「
稲
荷
大
明
神
」
の
本

社
を
建
立
し
ま
し
た
。こ
の
建

立
に
際
し
、
地
区
内
は
も
と
よ

り
上
根
本
村
・
下
根
本
村
や
近

村
の
方
々
よ
り
一
七
五
件
の
寄

附
が
あ
り
ま
し
た
。金
・
米
・
籾
・

卵
・
ゴ
ザ
な
ど
で
、
米
・
籾
は

二
升
か
三
升
が
多
く
、
こ
れ
を

金
銭
に
か
え
て
建
立
の
費
用
に

当
て
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
地
区
の
守
り

神「
奉
謝
正
一
位
稲
荷
大
明
神
」

と
し
て
、
祭
日
は
年
始
め
の
初

午
の
日
と
し
（
当
時
は
旧
暦
で
行

わ
れ
て
い
た
）一
七
名
の
氏
子
で

家
の
廻
り
順
に
宿
元
を
つ
と
め
、

毎
年
、
上
根
本
上
宿
に
あ
っ
た

別
当
真
光
寺
よ
り
〝
七
難
即
滅
、

七
福
即
生
、
五
穀
豊
穣
〟
の
お

札
を
い
た
だ
い
て
祭
り
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

神
社
の
あ
る
と
こ
ろ
は
県
道

五
号
線
（
龍
ケ
崎
潮
来
線
）
に
沿

っ
て
以
前
は
〝
峰
山
〟
と
呼
ば

れ
る
丘
続
き
で
あ
り
ま
し
た
。

峰
山
の
す
そ
に
は
昔
の
生
活
道

路
と
し
て
荷
馬
車
等
の
通
っ
た

道
が
あ
り
、
神
社
の
近
く
に
は

共
同
墓
地
（
現
在
は
菩
提
寺
の
養

泉
寺
に
移
設
）
や
無
縁
仏
の
塚
・

馬
頭
観
音
の
石
碑
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
昭
和
四

十
年
頃
に
「
横
町
坂
」（
中
下
宿

か
ら
横
町
下
に
下
る
道
路
）
を
作

る
時
に
、
土
砂
採
取
に
よ
り
消

滅
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
宇
賀

神
社
の
山
林
二
畝
八
歩
を
横
町

坂
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

横
町
地
区
に
は
江
戸
時
代
の

名
主
で
あ
っ
た
鴻
巣
市
右
衛
門

家
の
子
孫
が
今
も
存
続
し
、
近

く
に
は
○
○
右
衛
門
、
○
○
左

衛
門
と
い
う
家
々
が
多
く
あ
り
、

こ
れ
ら
の
半
数
ぐ
ら
い
は
農
作

業
の
立
地
条
件
等
に
よ
り
横
町

中
、
下
通
に
移
り
住
ん
で
い
ま

す
。近
く
に
は
石
棺
が
出
土
し

た
り
、
い
く
つ
か
の
塚
な
ど
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
神
社
名
が
「
稲

荷
」か
ら「
宇
賀
」に
変
わ
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
明
治
政
府
に

な
っ
て
神
仏
分
離
政
策
と
い
う

こ
と
で
一
村
一
社
と
な
り
、
明

治
六
年
に
根
本
村
で
は
神
明
宮

が「
村
社
」と
な
り
、
明
治
四
十

三
年
に
は
政
府
の
宗
教
政
策
に

よ
り
村
内
の
八
坂
・
日
枝
・
熊

野
・
宇
賀
の
各
神
社
も
神
明
宮

に
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（「
茨
城
県
神
社
誌
」）

　

伏
見
稲
荷
大
社
の
祭
神
は
、

倉う
か
の
み
た
ま
の
か
み

稲
魂
神
、
佐さ
た
ひ
こ
の
か
み

田
彦
神
、
大お
お
み
や
の
宮

女め
の
み
こ
と
命
の
三
神
で
す
が
、
穀
物
の

神
で
あ
る
倉
稲
魂
神
を
祀
り
、

現
在
の
「
宇
賀
神
社
」
と
し
て

神
社
名
が
変
更
に
な
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
神
社
、
鳥
居
、
入
口

の
石
段
は
平
成
十
八
年
に
氏
子

二
十
一
名
に
よ
り
建
立
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
記
に
際
し
て
、油
原
徳
・

中
島
文
夫
両
氏
の
ご
協
力
に
感

謝
し
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
54
回

　
横
町
の
守
護
神  

宇
賀
神
社
の
生
い
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
湯
原 

希
美
枝

正一位稲荷大明神

正一位稲荷大明神安鎮之證書

宇賀神社への参道

二月初午の宇賀神社
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

グ
ラ
と
い
ふ
猫
が
一
ぴ
き
風
薫
る	

坂
本
美
園（
戸
張
）

暮
れ
残
る
青
田
の
中
の
家
ひ
と
つ	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

梅
雨
遅
れ
未
央
柳
は
ま
だ
蕾	

岡
澤
一
歩（
羽
賀
）

携
帯
の
と
ど
か
ぬ
宿
や
青
葉
の
湯	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

仏
壇
に
吹
か
れ
て
垂
れ
る
毛
虫
の
子	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

ブ
ロ
ン
ド
が
良
く
似
合
ふ
娘
の
夏
帽
子	

石
井
忠（
橋
向
）

と
こ
ろ
て
ん
煙
草
の
匂
ふ
父
の
指	

山
本
授
子（
犬
塚
）

釣
鐘
草
想
い
出
遥
か
朝
の
雨	

岡
村
敏
子（
新
山
）

診
察
券
一
枚
増
え
て
梅
雨
に
入
る	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

芍
薬
の
白
を
汚
せ
し
昨
夜
の
雨	

福
本
き
み
え（
新
山
）

山
の
道
見
上
げ
て
通
る
花
あ
ふ
ち	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

風
薫
る
母
に
抱
か
れ
て
眠
る
児
に	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

遠
き
よ
り
ま
た
近
き
よ
り
閑
古
鳥	
青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

下
の
子
も
同
じ
寝
顔
や
夏
蒲
團	
篠
田
啓
子（
新
山
）

石
狩
の
川
面
は
広
き
雲
の
峰	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

小
判
草
静
止
の
刻
の
な
か
り
け
り	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

蝿
打
ち
に
妻
が
指
図
の
ニ
、三
言	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

強
風
や
揉
み
に
も
ま
れ
る
稲
穂
か
な	

高
須
湖
城（
浮
島
）

十と
っ
ぱ
ち鉢
の
さ
つ
き
は
老
い
の
心
か
な	

永
長
小
夜（
古
渡
）

盛
り
や
ゝ
過
ぎ
し
と
思
う
紫
陽
花
も	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

梅
雨
の
闇
迷
い
蛍
の
一
つ
来
る	

小
貫
和
子（
浮
島
）

持
て
成
し
は
冷
し
紅
茶
と
決
め
て
お
り	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

梅
雨
夕
焼
け
空
に
向
か
っ
て
犬
吠
ゆ
る	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

飼
い
主
の
悲
痛
な
叫
び
牛
達
の
死
を
待
つ
姿
切
な
く
哀
し	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

砂
に
滲
む
水
の
ご
と
く
に
寂
し
さ
の
ひ
ろ
が
り
て
ゆ
く
子
の
命
日
は	

内
田
君
代（
沼
田
）

紫
の
雲
動
き
居
る
向
う
岸
大
い
な
る
虹
湖
面
よ
り
立
つ	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

病
む
床
に
青
葉
風
恋
い
詠
み
し
夫
終
の
お
も
い
が
今
宵
身
に
泌
む	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

椎
若
葉
黄
に
盛
り
上
が
る
を
見
上
げ
い
る
九き
ゅ
う
じ
ゅ
う
十
歳
近
き
吾
が
生
気
づ
く	

根
本
正
直（
門
前
）

今
日
か
ら
は
晴
れ
て
無
職
の
身
と
な
り
ぬ
二
十
四
時
間
思
い
の
ま
ま
に	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

こ
の
春
の
天
候
不
順
の
畑
思
へ
ば
コ
ッ
プ
寝
酒
の
少
し
く
苦に
が

し	

及
川
良
三（
佐
倉
）

と
し
ひ
さ
に
な
つ
か
し
き
友
の
顔
浮
か
べ
改
札
口
で
胸
躍
り
待
つ	

財
部
睦
美（
光
葉
）

「
ア
ラ
ー
咲
い
た
！
」諦
め
し
株
蘇
り
三
年
ぶ
り
に
真
紅
の
牡
丹	

酒
井
盟
子（
羽
賀
）

か
そ
か
な
る
音
た
て
な
が
ら
竹
落
葉
過
ぎ
行
く
風
の
後
追
う
よ
う
に	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

一
歳
児
の
履
く
靴
鳴
れ
ば
う
ぐ
い
す
が
青
葉
の
中
よ
り
応
う
ご
と
啼
く	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

蓑み
の

を
着
て
田
植
え
せ
し
遠
き
日
な
つ
か
し
き
思
い
出
さ
る
る
雨
降
り
つ
げ
ば	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

琴さ
ん
せ
ん線
に
ふ
れ
る
が
ご
と
き
孫
の
声
日
ご
と
深
め
る
愛
の
絆
よ	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

容
赦
な
く
枝
切
り
つ
め
し
椎
の
木
に
若
葉
萠
え
た
ち
五
月
陽
に
輝
る	

川
村
と
み（
堀
川
）

芽
吹
く
も
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
嗅か

ぎ
な
が
ら
猫
か
け
め
ぐ
る
春
の
草
原	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

三
日
ほ
ど
家
を
空
け
れ
ば
八
つ
手
葉
は
開
き
極
ま
り
記
憶
を
煽
り
ぬ	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

母
の
日
の
め
ぐ
り
く
る
た
び
気
遣
ひ
て
嫁
は
呉
れ
け
り
花
柄
切
手
を	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

降
り
や
ま
ぬ
雨
を
宿
し
て
重
々
と
庭
に
真
紅
の
芍
薬
咲
け
り	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

農
道
を
ゆ
く
道
す
が
ら
初
夏
の
風
に
た
ん
ぽ
ぽ
の
絮
ふ
わ
り
飛
び
た
つ	

平
山
栄
子（
八
筋
川
）

夕
つ
陽
を
截
り
て
鍬
振
る
お
み
な
あ
り
こ
の
意
地
見
よ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に	

小
泉
實（
福
田
）

明
日
か
ら
は
雨
と
の
予
報
う
ず
た
か
く
洗
濯
物
が
順
番
を
待
つ	

根
本
邦
子（
押
砂
）

争
い
て「
我
田
引
水
」せ
し
は
夢　

田
ご
と
蛇
口
に
水
ほ
と
ば
し
る	

柴
崎
文
子（
町
田
）

医
師
の
言
う「
腎い

し石
は
な
か
っ
た
」こ
の
言
葉　

空
に
放
ち
て
夏
道
帰
る	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）
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ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで

本園の歴史は、東村のそれぞれの地域
の幼稚園５園から始まります。ＰＴＡ
会長や有志の方々が園長先生を務めて
くださいました。昭和53年４月に公立
幼稚園として発足し、小中学校の校長
先生方が園長を兼務されました。平成
元年４月に、西中学校跡地に大須賀幼・
伊崎幼が合併しゆたか幼稚園となり、
本園は双葉幼・新東幼（双葉幼八筋川分

園）・十余島幼が合併し、東中学校跡地
にみのり幼稚園として開園しました。
　みのり幼稚園の教育目標は「心身共

に健康で思いやりのある幼児の育成」
です。環境を工夫しながら、動植物の
世話や友達・異年齢児との温かいかか
わり方を援助しつつ、祖父母・地域の
人々との触れ合いを多くもつことで、
思いやりの気持ちを育てたいと思いま
す。体験活動として、祖父母ボランテ
ィアの皆様と一緒に花苗植えやジャガ
イモ掘りをしたり、地域の方にさつま
いもの苗植えを教えていただきまし
た。また各小学校と、幼児と児童の交
流や保育公開・授業参観を実施し、相

学び舎・いん・稲敷　no.25　みのり幼稚園　児童数：80人（7月1日現在）

地域・家庭・園の連携

互理解と小学校への段差のないなめら
かな接続を願って幼小連携に取り組ん
でいきます。今後も家庭・地域・園の
連携を大切にしながら、安全に配慮し
子ども達の可能性を伸ばしていきたい
と思います。

編集後記　▽ある国で悪さをするウサギを減らすため病原菌を撒いた。一時は極端に数を減ら
したが、病原菌に強

・ ・
い（耐性のある）ウサギが増殖し、やがて元の数に。一方病原菌の方は、強い毒

性を持つものはウサギと一緒に消滅し、逆に弱
・ ・

い毒性の病原菌がウサギと共に生き残った。「生
物多様性」に関心を持って、時にはスピンオフした見方も面白いかも。（i）　▽夏本番です。水分
をこまめにとり、熱中症などには気をつけましょう。（栗）
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